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骨e have developed a c甘　optical parametric oscillator (OPO)苛hich consists of a triply

resonant cavity (for pump, signal, and idler)　and a crystal of MgO:LiNb03.　The OPO is

pumped by the second harmonic of a single-frequency c甘　Nd:YAG ring laser.　A simple

polarization-analyzing scheme is incorporated for locking the OPO cavity to the

frequency of the pumping frequency.　The threshold pumping po甘er for the oscillation is

measured to be　20　-　40　m管　　and the OPO is temperature tuned from　1020　to 1100 nm.

In this paper,　the configuration and performance of this system is presented.

1.はじめに

スクイーズド光の発生を目的として､ N d : Y A Gリ　ングレーザ(日の第2高調波(0.53/z m)を励

起光源とする3波共鳴型(ポンプ光､シグナル光､アイドラ光が同時に共鳴)光パラメトリ　ック発

振器の開発を行ったC2)C3)｡ポンプ光を共鳴させることにより発振しきい値を低減化し､光共振器

からのポンプ光反射と結晶の屈折率其方性をを利用することにより共振器の安定化を行ったO　ここ

では､開発したパラメトリ　ック発振器の構成とその発振特性について述べる｡

2_,バラ_メトリック蚤_養器の構成

Fig.1に､　3波共鳴塑c w光パラメトリ　ック発振器の構成を示す.　光共振器は2波長(0.53^m,

1.06#i)反射ミ　ラーを用いて対称共心に近い配置でインバーボード上に組まれている.非線形結

晶として長さ25mm､ 900カットの瀕gO:LiNbO3結晶を用いた.結晶は温度コントロ-ルによる900位相

整合をと　り､ 128.05oC以上でパラメトリ　ック発振が可能である｡出力鏡はPZTにマウントされており､

共振器長をポンプ光の周波数にロックするために用いられる｡屈折率異方位のある結晶を光路内に

含む光共振器と光バランス検出器を用いると､ポンプ光の周波数に対して周波数弁別特性を有する

信号が得られる｡ポンプ光の偏光を結晶軸に対して傾ける時､結晶軸に平行な偏光成分の光(異常

光線)が共鳴してパラメトリ　ック発振が行われ､共鳴したポンプ光の一部は入力側へ反射される｡

この時､結晶軸に垂直な偏光成分の光(常光線)は屈折率の異方性により共振器内で共鳴できない

ために入力鏡で単に反射されるのみである｡この反射光と上記の異常光線の反射光との合成光の偏

光状態は､ポンプ光の周波数が光共振器の共振周波数に一致しているときは直線偏光が得られ､共

振点から高周波または低周波例に外れるにしたがって右､あるいは左回りの楕円偏光が得られる｡

Fig.1に示すようにス/4枚と偏光ビームスプリ　ッタを用いて光バランス検出器で検出すれば､ Fig.2

のように光共振器の共振周波数に対して周波数弁別特性を示す信号が得られる｡この信号を増幅し､

出力鏡のPZTを介して帰還することにより光共振器はポンプ光の周波数にロックされる｡

3.発振特僅

光共振器に使用したミ　ラーの曲率半径は100mmで､共振器長は210mmであった.この時､ポンプ光

入力2細野でパラメトリ　ック発振が開始し､ポンプ光50m骨にて0.2m骨の発振出力が得られた　Fig.3に

共振器安定化後の発振出力変動を示す.フィードバックゲインが小さい時は､発振が断続的になり

やすいが､フィードバックゲインを大きくすると連続なc w発振出力が得られるo　シグナルおよび
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アイドラ波長の結晶温度依存性を分光巻を用いて調べた結果をFig.4に示す｡結晶温度128.05oCで､

シグナル光とアイドラ光のほぼ縮退した発振が得られ､温度を上げると共にシグナル光とアイドラ

光の波長が分離してく　る｡光共振器に用いたミ　ラーの反射波長帯域内(1020-HOOnm)で､チューナ

ブルな発振出力が得られた｡

4_.おわ_りに

今回､　3汝共鳴型c w光パラメトリ　ック発振器の開発を行い発振しきい値を越えた領域での発振

特性を示した｡現在､このc w光パラメトリ　ック発振器を発振しきい値以下の領域で用いて､スク

イ-ズド光の発生及び検出の実験を行っているO

0.53〟m 朋gO:LiNbO3

Servo

Amp.

Fig.1 Diagram of the cw triply resonant OPO

(a) Feedback gain : Lo闇

(b) Feedback gain : High

Fig.3　Output (0.2　m闇) of the c甘　triply

resonant OPO　　(1 msec/div)
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Fig.2　0utput of the polarization analyzer

貞　　　　】㍊^Bf

128.14oC三

づ

j
Nl

!二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/I.　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
!.:�"�"J

ト-I----･.--･--＼･㌻　､.--∴二一一-叫､.I､､≠一､_-､_一　三｢一

卜　　　　　　　.ここ..;∴_エエェLふJ‥∴山上J I I Iさ　　　　さ

1039　　　　　　　　　　　　†

s ,

1039

･
I
!
I
l
'

L
.
U
.
,
j
J
~
L
J
~
.
'
J
-
J
~
｢
J
.
J
U
盟

1089

三　　　　　　　　一　三　三　ミ　ニ　=　l　･

i28.05-C一室

貰m

Fig.4　Te叩erature dependence of the signal (s)

and the idler (i) wave lengths
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